
PROFILE

118

業　績

現代ビジネス学部

119KYOTO TACHIBANA UNIVERSITY

ODA Naofumi
お だ  な お ふ み

「地域開発に関する計画論的研究」／京都大学博士（工学）学位論文、1993年11月、単著。
「内発的地域開発に関する考察」／『滋賀文化短期大学研究紀要』No.3、1994年1月、単著。
「まちかど博物館に関する研究」／『滋賀文化短期大学研究紀要』No.5、1996年1月、共著。
「テーマ性を導入したまちづくりに関する研究」／『滋賀文化短期大学研究紀要』No.6、1997年3月、共著。
「『まちかど文化』を有するまちづくりに関する研究」／『滋賀文化短期大学研究紀要』No.8、1999年3月、共著。
「第一琵琶湖疏水開発における技術要件」／『滋賀文化短期大学研究紀要』No.9、2000年3月、単著。
「テーマタウン方式によるまちづくり―滋賀県高島町に学ぶ―」／文化経済学会＜日本＞第 3巻第 1号、2002
年、単著。

「まちづくりに関わる一主体としての文化施設に関する研究―滋賀県長浜市のまちづくりに関わる長浜市長浜
城歴史博物館事業の分析から―」／『文化経済学』第5巻第4号、文化経済学会＜日本＞、2007年 9月、共著。

「まちづくりに貢献する公立図書館のあり方に関する研究―まちづくり型図書館の成立可能性の検討―」／『文
化経済学』第6巻第1号、文化経済学会＜日本＞、2008年3月、共著。

「地域課題を解決する地域づくりコーディネーターに関する研究」／『日本地域政策研究』第6号、日本地域政
策学会、2008年3月、単著。

「臨地まちづくり学の理論と実践―京都市山科区における臨地まちづくりによる地域活性化と教育実践の分析
―」／『政策科学』15巻3号、立命館大学政策科学会、2008年3月、単著。

「まちづくりに貢献しうる地域博物館に関する研究」／『文化政策研究』第1号、日本文化政策学会、2008年6
月、共著。

「大正期における別府の観光振興をめぐって」／『別府史談』第22号、別府史談会、2009年2月、単著。

【調査報告】

「甲賀マエストロ創出事業調査」／滋賀県商工会連合会・提案公募型地域活性化事業推進委員会、2000年3月、
主担当。

「舞鶴市における歴史文化資産等」の活用に関する提言書／京都府舞鶴市、2003年11月、主担当。
「東近江市文化政策ビジョン」／東近江市、2007年3月、策定委員会座長。
「「臨地まちづくり」による地域活性化の取組・平成19年度成果報告書」／京都橘大学、2008年3月、主担当。
「東近江市における文化施設のあり方に関する調査研究」／東近江市文化施設検討委員会・京都橘大学、2008
年3月、文化施設検討専門家会議座長。

「山科区観光振興調査」／京都橘大学・山科区役所、2008年3月、主担当。
「小浜市食のまちづくり外部評価業務」／小浜市役所、2009年3月、主担当。

【その他】

＜雑誌記事＞「黒壁と商店街振興」／『碧い風』第24号、中国電力、1998年5月、単著。
＜雑誌記事＞「参加のまちづくりの動向と展望」／『滋賀の経済と社会』No.106、財団法人滋賀総合研究所、
2003年3月、単著。
＜雑誌記事＞「学生参画による歴史的商店街の再生」／『ねっとわーく京都』2004. 5. ねっとわーく京都刊行委
員会、2004年5月、単著。
＜雑誌記事＞「これからの地域づくり団体活動のためのヒント」／『地域づくり団体運営事例―課題解決の工夫
―』、財団法人地域活性化センター、2005年2月、単著。
＜雑誌記事＞「女性がまちを創り世界が女性を育む」／『地域づくり3月号』、財団法人地域活性化センター、
2005年3月、単著。

<雑誌記事>「キャラクターを活用した観光まちづくり」／『季刊 観光とまちづくり』、社団法人日本観光協会、
2009年7月、単著。
＜雑誌記事＞「百二十年の時を超えて琵琶湖疏水は語る」／『湖国と文化』、財団法人滋賀県文化振興事業団、
2010年10月、単著。

【著書】

『まちづくりのドラマを追って』／清文社、1984年11月、単著。
『ヒューマンポート滋賀へ―21世紀青年委員会の航跡―』／ぎょうせい、1989年2
月、単著。

『まちづくり診断―地域再生のドラマを追って―』／清文社、1992年4月、単著。
『日本の産業遺産300選［3］』／産業考古学会編同文館出版、1994年5月、共著。
『琵琶湖疏水―明治の大プロジェクト―』／かもがわ出版、1995年8月、単著。
『女性によるまちづくりハンドブック―女性たちが拓く地域づくりの新しい世界 

―』／「まちづくりに関わることも豊かな人生の選択肢」、地域づくり団体全国協
議会、1998年3月、共著。

『我らネットワーク元気人』／「『人間ネットワーク』を考える」「『ひと・まちネット
滋賀』五年間の歩み」「三県市民活動フォーラム奮戦記」「『ひと・まちネット滋
賀』について思う」、サンライズ出版、2000年9月、共著。

『文化政策入門』／「まちづくり」、丸善ライブラリー、2001年2月、共著。
『文化政策学の展開』／「臨地まちづくり学のすすめ」、晃洋書房、2003年3月、共
著。

『文化開発の可能性―コラボレートする山科からの提案―』／「はじめに」「街の探検
隊」「臨地まちづくりと山科」、晃洋書房、2004年3月、共著。

『風に出会う―地球にいきる環境文化―』／「歴史的商店街の再生を考える」、サンラ
イズ出版、2004年6月、共著。

『臨地まちづくり学』／サンライズ出版、2005年3月、単著。
『文化政策の時代と新しい大学教育―臨地まちづくりと知的財産形成による人づく
り―』／晃洋書房、2005年3月、共著。

『地域づくりコーディネーターによるまちづくりハンドブック』／「地域づくりコー
ディネーター論」、地域づくり団体全国協議会、2007年1月、共著。

『文化政策と臨地まちづくり』／水曜社、2009年3月、編著。
『京都・山科まちづくり物語』／晃洋書房、2009年7月、共著。

【学術論文】

「第一琵琶湖疏水開発における立案要因―第一琵琶湖疏水開発成立過程の研究―そ
の1」／『日本建築学会計画系論文報告集』第426号、1991年8月、共著。

「第一琵琶湖疏水開発における認可要件―第一琵琶湖疏水開発成立過程の研究―そ
の2」／『日本建築学会計画系論文報告集』第439号、1992年9月、共著。

「第一琵琶湖疏水開発事業の水資源利用上の意義について」／『滋賀文化短期大学研
究紀要』No.2、1992年12月、単著。

「第一琵琶湖疏水開発における調整要件―第一琵琶湖疏水開発成立過程の研究―そ
の3」／『日本建築学会計画系論文報告集』第451号、1993年9月、共著。

研究課題1⃝臨地まちづくりに関する研究
研究課題2⃝まちづくり政策に関する研究
研究課題3⃝地域開発史に関する研究

織田　直文

職名

現代ビジネス学部
都市環境デザイン学科教授

学歴

福井大学工学部建設工学科
卒業（1976）

学位

博士（工学）（京都大学、1993）

所属学会

日本都市計画学会、文化経
済学会＜日本＞、日本文化
政策学会、日本地域政策学
会、地域活性学会

専門分野

まちづくり政策、文化政策、
地域計画


